
(様式４) 

令和８年３月１７日 

 

  令和７年度 第３回 大阪市立花乃井中学校 学校協議会 実施報告書 

 

校園名  大阪市立花乃井中学校 

                           校園長名 西田 知浩      

 

日 時 令和８年３月１６日（月） 午後６時３０分～午後８時００分 

場 所 大阪市立花乃井中学校  多目的室（６階） 

出 

席 

者 

委員 

など 

尾松 正章（会長）、石川久留美（委員）、野島 淳（委員）、竹川 東一郎（委員） 

山住 智則（委員）、穂積 浩（委員）、岩佐 俊治（委員） 

学校 西田 知浩（校長）、上野 元義（副校長）、金森 健太（教頭） 

区役所 村上 洋則（教育担当） 

議 題 

（１）「運営に関する計画」（最終反省）について  

（２）「中学校のあゆみ」について 

（３）学校の現状について 

協 議 

要 旨 

協議の結果 意見の概要 

(1) 

 

 

 

 

(2) 

 

 

 

 

 

(3) 

 

 

 

 

 

○「運営に関する計画」（最終反

省）について、学校協議会委員か

ら了承をいただいた。 

 

 

〇「中学校のあゆみ」について、 

学校協議会委員から了承をいた

だいた。 

 

 

 

〇学校の現状について、学校協議

会委員へ報告をし、今後の取組内

容に対し、概ね理解を得た。 

 

 

〇生徒を取り巻く家庭環境や社会環境は複

雑化しているため、保幼小中連携により長期

的な取組を深化させ、根っこの部分を逞しく

させることが必要ではないか。 

 

〇学力と無解答率に相関性があることを理

解できた。 

〇生徒が落ち着いて授業を受けることがで

き、その中で諦めずに取り組む力やコミュニ

ケーション能力を高めてほしい。 

 

〇落ち着いているとは言い難いことを理解

できているが、真面目に学校生活を送ってい

る生徒や、学校へ登校したくても登校できな

い生徒、必死に頑張っている生徒に対して、

安心安全な環境を確保し、しっかりと向き合

ってあげてほしい。そのための学校としての

次年度の取り組みに賛同する。 

 

協 議 

資 料 

○令和７年度「運営に関する計画」（最終反省） 

〇令和７年度「中学校のあゆみ」 

備 考 

傍聴者[  ０  ]名 

 


